
（２）就学前教育・保育及び学童保育のニーズ推計の結果について

【推計値の算定対象】【推計値の算定対象】【推計値の算定対象】【推計値の算定対象】

○就学前の教育・保育の量の見込み

○児童育成クラブ事業（放課後児童健全育成事業）の量の見込み

【見直しのポイント】【見直しのポイント】【見直しのポイント】【見直しのポイント】

≪推計人口≫

○地区・校区別の傾向を反映した人口推計モデルの作成（都市開発）

≪教育・保育≫

　め、今回の見直しでは、推計人口の児童がどのサービスについて利用希望があるかという視点から、

　推計値を作成した。

≪児童育成クラブ≫

○当初計画では、量の見込みを児童のクラブ出席率（平均値81.5％）を勘案して算定していたが、クラブ

　により出席率が異なることや、定員管理の簡素化から、登録児童数ベースの推計値に改めた。

○最新の人口統計データや合計特殊出生率を反映

○当初計画は、H29までの確保方策を計画したものであり、H30以降については、H27・H28の認定状況

　や利用状況を勘案して改めて必要に応じた確保方策を講じる必要がある。

○利用者が当初計画における量の見込み上回るペースで増加していることから、こうした状況を反映した

　計画の見直しが必要である。

○当初計画では、アンケート調査の結果から、教育・保育のそれぞれについて利用意向の推計値を作成

　したため、重複して集計される回答があり、総数としては推計人口を上回る量の見込みとなっていたた

○当初計画の年齢区分は、「０歳児」「１・２歳児」「３歳児以上」の３区分であったが、提供体制の確保に

　際しては年齢毎の定員管理が必要であり、量の見込みについても年齢毎の推計値が有効である。



【推計人口】【推計人口】【推計人口】【推計人口】

≪未就学児童（0〜５歳）≫

当初計画策定時 見直しに伴う人口推計モデル

≪就学児童（6〜11歳）≫

当初計画策定時 見直しに伴う人口推計モデル
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≪地区（公⺠館）別の推計⼈⼝（H31）≫

未就学児童（0～5歳）

未就学児童（0～5歳）未就学児童（0～5歳）

未就学児童（0～5歳） 就学児童（6～11歳）

就学児童（6～11歳）就学児童（6～11歳）

就学児童（6～11歳）

≪当初計画との比較等≫

○大分駅周辺の開発等の影響により、「大分中央」「大分西部」は増加が見込まれる。

○区画整理等に伴う宅地開発により、「明治・明野」「坂ノ市」は増加が見込まれる。

○小規模の分譲住宅の開発等の影響により、「南大分」「鶴崎」は増加が見込まれる。

≪人口推計の算定方法≫

１．コーホート要因法によるベースモデルの作成

・H27国勢調査の速報値及びH28.9末現在の住民基本台帳等による１歳刻み人口の変化率の算定

・H27国勢調査データによる生残率、純移動率を反映

２．地区別の特殊事情（開発等）による人口動態への影響を考慮

○「大分東部」「大分南部」「大南」や、郊外の「佐賀関」「野津原」等は減少が見込まれる。
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■就学前の保育における量の見込み

≪算定方法≫

○H27・H28年度については、各施設の「入所児童数＋未入所児童数」実績を、保育利用ニーズとする。

○H29年度以降については、女性の就業率・育児休業取得率の伸びが継続すると見込み算定

　※当面の間は、現在と同程度の伸び率を想定

○上記によって算定した年度別・年齢別の利用希望率を、推計人口に乗じて量の見込みを作成

当初計画策定時の量の見込み 今回の見直した結果（実績およびH29以降の推計値）

≪当初計画との比較等≫

○「０歳児」については、既に当初計画における量の見込みを大きく上回る利用申込実績がある。

11,668

○「０歳児」を中心に、保育サービスを低年齢から利用する希望が強まっている傾向が伺える。この傾向は、

　育児休業を取得し、出産後１年程度で職場復帰する母親の増加が影響していると考えられる。
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≪地区別の保育における量の⾒込み(H31)≫

≪当初計画との比較等≫

　と比較して増加している。

　も多く、こうした傾向を反映した。

○上記理由により、人口推計値が増加する地区や、利便性の高い地区における量の見込みが、当初計画

○保育サービスの利用・申込状況から、居住区域以外の、勤務地や通勤経路等の施設も選択されること
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■就学前の幼児教育（１号認定）における量の見込み

≪算定方法≫

○幼稚園及び認定こども園(１号認定）については、保育を必要としない児童のうち、現行と同等程度の利

　用が継続すると見込む。

○幼稚園の入園を希望する年齢については、施設の受入体制との間にギャップがあるとする意見がある。

　そのため、H25に実施したアンケート調査結果から入園希望年齢の分布を量の見込みに反映する。

当初計画策定時の量の見込み 今回の見直した結果（実績およびH29以降の推計値）

≪当初計画との比較等≫

○当初計画における量の見込みは、保育利用や幼児教育を希望する２号認定と重複して利用意向を算

　定していたため、実態と比較して大きな数字となっていた。

○母親の就労環境の変化により、３歳未満で保育サービスを必要とする保護者が増加する傾向にあるこ

　とから、相対的に幼稚園等（１号認定）の利用意向は低下すると考えられる。
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≪地区別の幼児教育（１号認定）の量の⾒込み(H31)≫

≪当初計画との比較等≫

○その一方で、園により年齢毎の定員があるため、各地区の年齢別の量の見込みに見合った提供体制

　を整えていく必要がある。

○幼稚園や認定こども園は通園バスを利用可能な施設が多く、隣接地区等での受入も十分可能である。

○各地区とも、３～５歳の総数としては現在の実利用数よりも量の見込みが減少すると見込まれる。

※地区別の量の見込み（見直し後）については、市全体の量の見込みに対して、現在の地区別利用状況の割合

　を乗じたもの
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■児童育成クラブ事業における量の見込み

≪算定方法≫

当初計画策定時の量の見込み 今回の見直した結果（実績およびH29以降の推計値）

≪当初計画との比較等≫

　から、今後も継続的に利用率が増加すると仮定して推計値の算定方法を見直した。

○上記の結果、当面は児童育成クラブの量の見込みは急激な拡大を続けると見込まれる。

○高学年児童は、新規にクラブ利用を申し込み実態は少ないことから、現在利用している児童が高学年

　になっても継続して利用することにより徐々に利用率が伸びていくと仮定して推計
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○当初計画は、アンケート調査に基づくクラブ利用意向を固定値としていたが、H27・H28年度の利用実態
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○現在クラブ利用率が急激に上昇している。（新１年生の利用率…H25:28.4％➡H28:35.4％）女性の就

　労環境の変化や、保育の定員拡大の影響もあり、この傾向はしばらく継続するものと考えられる。

○利用者は学年が進級するにつれて減少する傾向にあるが、施設整備を実施したクラブ等では、学年が

　進級してもクラブを継続する割合が高い傾向にある。

○新１年生のクラブ利用率が年率換算7％程度向上すると仮定し、２年生以上は施設が充足したクラブで

　の利用継続率のデータから、各学年毎のクラブ利用率を算定し、各年度の推計児童数に乗じて量の見

　込みを算定
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≪地区別の児童育成クラブにおける量の⾒込み(H31)≫

≪当初計画との比較等≫

　早急な対応が必要となってくると考えられる。

　ことが見込まれる。施設及び職員の確保や運営面等、大規模クラブ特有の課題を抱えるクラブの増加が

　想定される。

○児童育成クラブにおける量の見込みは、全ての地区で今後も増加することが見込まれる。

○特に、児童数が増加する地区においては、大きな伸びが見込まれるため、提供体制の確保について

○クラブ利用希望者の増加により、登録児童数が100人を超えるクラブの大規模化が多数の校区で生じる
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